
～掛川城の戦いを中心に～徳川家康と掛川城のかかわり 

                                                            時：2023年 2 月 25日（土）13:30 

                                所：掛川市生涯学習センター ホール 

                                  

 
 

静岡大学名誉教授・文学博士 
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はじめに 

 

１．家康による今川方遠江諸将への働きかけ 

井伊谷城主 井伊直親への接近 

 

掛川城下で殺される井伊直親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「井伊家伝記」 

城攻め苦手な家康の掛川城攻め 
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引馬城主 飯尾連龍への接近 

 

「遠州忩劇」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「浜松御在城記」 

小和田哲男著『東海の戦国史』 

飯尾氏略系図 

懸 
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武田信玄からも誘いの手 

堀越の堀越氏延の場合 

 

犬居城の天野景貞の場合 

 

 

 

 

 

２．家康と信玄が手を結んで今川氏を滅ぼす 

信玄が今川氏真と断交したのはいつか 

永禄 10年（1567）8月 17日付 

「塩留」の文書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天野氏略系図 

「今川家譜」 

『静岡県史』資料編 7 中世三 
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信玄による今川方部将への寝返り工作 

「今川氏の大将分二十一人、連々信玄に謀せられ、或は駿河を一国給はん、遠州を半国

とらせんと偽しを誠なりと悦び、瀬名・朝比奈等を我先にと、甲州へ降る」（「松平記」） 

 

３．信玄の駿河への侵攻〔永禄 11年（1568）〕 

信玄が躑躅ヶ崎館を出陣  12月 6 日 

 

甲斐・駿河国境を越える  12月 12 日 

 

駿府今川館攻め       12月 13 日 

今川氏真は掛川城へ逃げる 

 

４．家康の遠江への侵攻〔永禄 11年（1568）〕 

家康も三河・遠江国境を越える  12月 13日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦わずに降伏する今川方部将 

高天神城主 小笠原氏助 

 

馬伏塚城主 小笠原氏興 

 

 

小和田哲男著『東海の戦国史』 
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掛川城に逃げこんだ氏真を攻撃  12月 22日～永禄 12年（1569）5月 15日 

 

信玄に掛川城攻めを催促される家康 

 

 

力攻めでは落とせずに講和開城 

 

 

おわりに 

小和田哲男著作集 第三巻『武将たちと駿河・遠江』 
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